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2020 年度　久留米大学付設中学【算数】大問５

下図のように、一辺の長さが３ｃｍの立方体ＡＢＣＤ－ＥＦＧＨがあり、向かい合った面にある
一辺の長さが１ｃｍの正方形を底面とする直方体を３個くり抜きます。底面の正方形は各面の真
ん中にあります。そうすると体積が 20 ｃｍ 3 の立体ができます。 

（１） 
下の①の３点Ｐ、Ｑ、Ｒを通る平面でこの立体を切断します。このとき、切断面の辺の数は何本
ですか。また、点Ａを含むほうの立体は四面体Ａ－ＰＱＲから、大きさの同じ四面体を何個引い
たものですか。さらに、点Ａを含むほうの立体の体積は何ｃｍ 3 ですか。
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（２） 
下の②、③についても同様に、３点Ｐ、Ｑ、Ｒを通る平面でこの立体を切断するとき、
点Ａを含むほうの立体の体積はそれぞれ何ｃｍ 3 ですか。 
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